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最近情報産業または知識産業 とい う問題が度 々新聞 ・雑誌紙

上 で とりあげ られ てい るが、 こ こではまず米国におけ る新産業

としての情報産業の概念 及び背景 を述べ、次にわが国の資本の

自由化、産業の再編成 に対 して如何に情報産 業とい う問題 を考

えるか を検討 し、出 きうればその対策 をも論ずる次第 である。

特 別 レ ポ

1新 産業 としての情 報産業 の理念及び概念

(A)情 報産業の理念

卜Noユ

1

(B)情 報産業の概念

1

丑 資本 自由化 ・産業再 編成問題 をめ ぐって

2

㊨

■

皿 資本 自 由化 対策 に対 す る1つ の ア プ ロー チ(技 術 予 測の

逆行列 図式法)

6

附 録

情 報産 業 につ い て の一 考 察(そ の1)

情報 産 業 に つ い ての一 考 察(そ の2)

情報 産業 につ いて の一考 察(そ の3)

8
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1新 産業 としての情報産業の理念及び概念

A)情 報 産 業 の 理 念

情 報 産 業 の理 念 は1965年 当初 の大 統 領 年 頭 一般 教書(偉 大 な る社 会)

に おい て端 的 に現 わ れ て お り、 以 下概 略 す れば 「200年 前 の1765年 に

9つ の植 民 地 が相 集 ま り、 専 制 勢 力 か ら 自 由を要 求す るた め に まず 団 結 し、

最 初 の 一世 紀 は人 類 史 上最 初 の民主 主義 的 大 陸 国 家 の 結合 の た め に争 しべ そ

の 後 の100年 の1865年 に は米 国 の全 州 に よ る結 合 の盟 約 が最 終的に結

ば れ た。

次 の一 世 紀 即 ち1865年 ～1965年 まで の 間、 われ われ は社会 ・経 済

を 構成 す る多数 の グル ープ間 の 目的 並 び に利 害 を一 致 す る こ との た め に争 っ

た。 この 間 に お い て米国 のGNPは7000億 ドルに達 し、 製 造工 業 は最 高

度 に ま で発展 し、 自動 車工 業、 電子 工業 、 化 学 工業 等 は 世 界 を圧 し・技 術 革

新 は 遂 に宇宙 を も開発 した。

しか し1965年 の今 日、 米 国は新 しい結 合 に対 して探 究 を開始 した。 す

な わ ちわ れわ れ は 人類 を世 界 との結 合(マ ル チナ シ ョナ ル体 制へ の発 展)・

人類 と知識 との 結 合(情 報 産業 へ の発 展)、 人類 と都 市 との結 合(都 市 再 開

発 産業 へ の 発展)、 更 に資 源 と機 械 の再 結合 を求 め つつ あ る。 最 後 にわ れわ

れ は、 人類 と社 会=各 人 が 生 活 の 意義 を拡大 し、 文 明 の質 的 向上 をはかれるよ

うな社 会=と の調 和 が 確立 さ れ るこ とを求 め る。 以 上が 偉大 な社 会 の骨 子及

び補 足 説 明 で あ るが、 ここ に米 国 に お け る情 報 産 業 とい う新 しい産業 概 念 が

生 まれ た基 盤が あ る よ うに考 え られ る。

これ は 」.デ イ ボ ル ド氏 のBeyondtheAutomation(既 に米 国 は物 資

を大 量 生 産す る時 代 と別離 した)

ま た読 売 新 聞 社 の 「これ が米 国 だ 」.とい う米 国 特 別視察 団 に ょるPost

IndustrialSocietyの 言葉 に もよ く今 後 の米 国 の あ りかた が表 現 され て

い る。

す なわ ち米 国が 今後 の50年 間 に求 め る ユ ー トピアは 決 して物 を生 産 す る

こ とを第1至 上 命 令 とす る よ うな社 会 で は な く、 この 豊富 な物 の生産 を如 何

一1一



に作 りだ す の か とい うの では な く してそ れ を如 何 に使 うか に あ り如 何 な る

最善 の 社 会(教 育、 保健 、 都 市 開発 、 交 通、 輸 送)を つ くるか に あ り、

(こ こに情 報 産業 が 生 まれ て きた 真 意 が あ り、 この方 向 に 現在 の ビ ッグ ・

ビ ジネ ス の経営 者 の 方針 ・戦 略 ・戦 術 が 向 い て い る よ うに思 われ る
。

B)情 報産業の概念、産業的位置及び役割

情報産業 とは従来の製造業例えば鉄鋼業、輸送機器業、電機、電子工業、化学工業

又 は非 製造 業 例 え ば 商業 、 金 融業 、放 送業 、報 道 業 と同権 又 は同 列 に な ら

ぶ 概念 で な く・寧 ろ 機能 産業 と して 考 え られ る もの で あ り、 か か る意 味 で

推論 す る と今 後 生 れ る新 しい産業 は情 報 産 業 、HOusing産 業 都 市 再 開発

産業 、 エ ネ ル ギー 産業 、 輸送 産業 で あろ うと考 え られ る。 す な わ ち従来 の

産業 構 造 の上 部 に機 能 的 な 社 会構 造 の エ レメン トとして機 能 産 業 が生 れ て

来 る と解 せ られ、 す な わ ち総 会 機 能 的産 業 で ある。

この よ うな産業 概 念 が 考 え られ る根 拠 は、 実 は米 国 の マ ク ナ マ ラ国 防 長

官 が 核 戦 争 時代 に備 え て200年 来 の歴 史 の陸軍 、 海 軍 、 空 軍 そ れぞ れ の

軍 事 計 画 に対 して 今後 は 国防 省全 体 と して の機 能 的 な 国防 プ ロ ジ ェク トシ

ス テ ム を考 え 、陸 、海 、 空 軍 の個 別 の 研 究 開 発 、補 給 、 人 事、 命 令 等 の重

複 を さけ、 統 一 さ れ た 予算 を編 成 した 如 く(PlanningProgramming

BudgetingSystem)、 従 来 の製 造 業 、 非製 造 業 とい う原 材 料 的 な産 業

概 念 に 対 して機 能 的 噸 報 処 理 を総括 す る産 業概 念 が 考 え られ ない か とい

うこ とで あ る。 従 って情 報 産 業 に しろ 、HOusing産 業 に しろ、 都 市 開発

産業 に しろ何 れ も機 能 産 業 で あ り、総 会 産業 で あ り、特 に情 報 産 業 の 場 合

は従 来 の製 造 業 、 非製 造 の 各 エ レ メン トを コ ン トロー ルす る産 業 に な る可

能 性 が ある。

ジ ョン ソン大 統領 が 「偉 大 な る社会 」で 述べ てい る如 く、 「量 の拡 大 で

は な く質 の 向上 で あ り、 富 を 如何 に つ くり出す か で は な く、 そ れ を如 何 に

使 うか で あ り・ どれ だ け早 く成 長 す る か で な く、 どの 方 向 に 向 って 前 進 し

て い る か で あ る 」 ここに ジ ョン ソ ン大 統 領 の提 唱 す る偉大 な る社会 とい う

ビ ジ ョ ンに お け る情 報 産業 の役 割 及び 意 義 が あ る。

実 に・R・ ・dC・ ・pの"R・p・ ・t・naL・ngF・ ・eca・ti・gSt。dy〃
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最 終 需 要 的 産 業 概 念

v
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籠 翼一一 蕪 蹴 る㌶ 鰐 ト更機家計 蝋
一一3)都 市 開 発 に関 す る産 業(建 設
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鋼,化 学,電 機
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＼

の5大 テ ー マ、GEのTEMPOの5大 テ ー マ、 ウ エス チ ング ハ ウスの 今

後 の 目標 、 ジ ョン ソン大統 領 の 偉大 な社 会 の テー マ等 を 比較 す る と次 の ゼ

ネ レイ シ ョンに おけ る共 通 な ビジ ョンが 推 察 され 、 これ らが 新 しい 産 業 概

念 を きづ き あげ て行 くの で は あ るまい か。

①

RandCorp

1)技 術 革新

2)人 口の趨 勢

3)オ ー トメー シ ョン

4)宇 宙 開発

5)戦 争 防止

③

Westinghouse

1)マ ス ・トランスポ ーテーシ ョン市 場

2)都 市 開 発 計 画

3)電 子 計 算機 ベ ース の 新教 育

4)Waterdesalinization

plant

5)海 洋 開発 、Pressure

ロ

Chambers

②

GETEMPO

1)標 準生活 を向上す るための世界

的産業 の資本 化

2)世 界的情報 革命

3)世 界的エネルギー資源

4)都 市再開発

5)平 和を維持するため の充分 な軍

備力

④

宇宙技術の新 しい市場

1)輸 送

2)原 子 力

3)健 康、教育、厚 生

4)家 庭及び都市開発

5)海 洋

6)水 の不浄

(注)資 料

TechnologyWeek

1967年6月5日 号20P参 照

今 や、 米 国に おい て は この未来 産 業 で あ る情 報 産 業 をめ ざ して、 電 子計

算 機工 業 、 ビジ ネス ・コ ンサル タ ン ト業 、教 育(と くに 大学)、 出版 業 、

通 信 サ ー ビス業 、放 送 業 、 新 聞業等 が 相 互 に提 携 し、 あ るい は合 併 し、次

一4一
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、

代 の 指導 的位 置 を かた め つ つ あ る と共 に、(附 録3-5、 情 報 産 業 を指 向

す る企 業 活 動 参 照)ワ ール ド ・エ ン タプ ライ ズ的 な性格 を持 つ こ とに よっ

てEEC又 は わが 国 に も進 出 して来 つ つ あ る。 ま さ に電 子計 算 機産 業 の 進

出だ け で な く今 後 は 前 述 の ビジ ネス ・コン サ ル タン ト業 、教 育業 、 出版業 、

通信 サ ー ビス 業 、 新 聞業 、 大 学等 の 進 出が 予 想 され 、 との 進 出 は 混植 物 化

的 傾 向(植 物 の 品種 混合)を 持 ち非常 に複 雑 化 して来 る よ うに見 うけ られ

る 故、 今 後 の 資本 の 自由化 、 産 業 の再 編成 に当 って充 分 注意 す べ きで あ る。

重化学工業,軽 工業=物 の生産が経済発
展の中心であった時代の産業構造フロー

金融業 籠

誓

鉄 鋼

非 鉄

機 械

電機電子

輸送機器

化

繊

食

鉄

「

「
I
」

「
1
↑
I
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
業

非
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業
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皿 資本 自由化 ・産業再編 成問題 をめ ぐって

か って昭和37年 ・38年 頃、通産 省において来 るべ き貿易 ・資本取 引の

自由化に対応す るために産業構造調査会が組織 され、重工業部≧ ・電 子機器

分科会 において電子計算機の国際競争力に関す る問題が検討 ・審議された。

当時の政策は電子計算機工業が 開発途上 であったため輸入割当、保 護育成

政策が と られ・従って企業規模、生産規模の大小、過 当競争 の弊害 、生産分野 の

調整 、設備 の近代化、生産体制 の改善、販 売資金 の調達等 メー カ側の問題 に

焦点が しぼ られた。 しか もその縦割部会 にお いて も横割部会 において も重化

学工業及び軽工業 とい うが如 き従来 の産業概 念が基本概念で あり、その調査

過程 または結論 において従来 の産業構造 を抜本 的に変革す るような構 想や提

案が 必ず しもなされ なか った うらみが ある。

しか しそ の後僅 か3～4年 を経 て、従来 の社会 ・経済 ・技術構造等 を根本

か ら変革す る ような情報産業 とい うテーマが昨年3月 の通産大 臣に対す る

「電子計算機 の国際競争力強 化に関す る答 申の基 本施策 」の中で とりあげ ら

れ、 ここに通産行政 において新 らしい産業 政策への転換 の兆が打 ちだされた

かに見 うけ られた。

しか るに、その後の資本 自由化に関す る通 産省案、外資審議会 に よる 「対

内直接投資の 自由化 」総合政策研 究会 に よる 「資本取 引自由化 と産業 資本の

あ りかた 」経済 同友会 に よる「資本 自由化 と金融の構え 」等何れ の場合 にお

いて も既存の産業業種その ものが対象 またはベースにな ってお り
、従 って資

本 自由化に弱い個別審査の対象 と しては電 子計算機 とか 自動車 とか、石油精

製が あげ られ、従来の産業概念 がそ のまま採用 されている。

また産業の再編成 とい う問題 は比較的資本 自由化 に弱い産業 の企業再 編成

(企 業 の集 中合併 、系列整備)を 意味 してお り、 ここで検討 してきた ような

従来の産業概 念 を抜本的に変革す る ような概念(情 報産業 とかHOusing

Industry)の 下に論 じ られ てい るとはいえ ない。

従 って ここに情報産業 の問題 を資本 自由化 ・産業再編成 とか らん で提起 し

た理 由は・今 日資本 自由化 ・産業再 編成 を論ず るに当 って従来 の産業概念 か

らのア プロー チでなく・全 く異 った角度か らのア プローチが求め られ るべ き
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r
、

では ないか と考えたか らである。す なわち後述す る如 く米国にお ける技術革

新のテ ンポ及び経済発 展か ら推 して今後米国に従来 の産業概念 とは異 った情

報産業、HousingIndustry都 市開発産業が 出現 した暁 には、果 して昭和

46年 頃資本 自由化 の個別 審査 の対象項 目として電子工業 の中の電子計算機、

輸送機器業の中の 自動車が妥 当であるか否か とい う問題がお きて来る。 国際

競争 力に弱い もの を個別審査の対 象 とす るな らば寧 ろ今 日電子計算機その も

のを対象とするのでは な く情報産業 を指 向 してい る各 エレメン ト(例 電子計算

機、 コンサ ルタン ト、通信 、工 作機械、測定器、光学機械 、化学、研究 開発

医学 ・教育(と くに大学)、 放送、出版等)の 相関の中で、 と くに資本的 に

みて国際競争力が強 力にな って くる可能性の ある総合組織体(技 術予測に よ

って企業合併、吸収 、新設が予測 され、 ここに情報 コ ンツェル ンが誕生す る

可能性が ある)を 対象 とす るべ きではなかろ うか。

すな わち未来産業(情 報産業 とかHousingIndustry)を 指向す る過程

の中で資本 自由化におけ る外資の進 出、産業の再編成 を論 ずべ きであり、さ

もな くんば技術 革新のテ ンポの早い時代においてはそ の政策 は米国の戦略に

対 して後手後手 に廻 る可能性 が強いが、む しろ相手 の企業 ビヘ イ ビヤーに対

応 してダイナ ミックに先手先手 を打 って行 くべ きでは なかろ うか。

例え ばIBMの 新機種発表会 で新機 種の能力を きき、それ か ら会 社におい

て電子計算機 の新機種導入計 画をたて るの では全 く後手 である。現在NHK

のTOPICSプ ロジ ェク トの ケースの場 合の如 く、1'BMの 新 しい技術開

発を予測 してシステ ム ・デ ザインを行 ない、商業 的には未発表 の技術 を適用

し・実際の リアル ・ライフを5年 と評価 してい る。NHKは 他 の競争者に比

べて完全 に先手先手 と行な ってお り、 これ でこそ 始め て電 子計算機の適用戦

略が な りたつのであ る。 国家の産業政策や企業 の長期計 画策定の場合で もま

た同 じである。

♂
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皿 資本 自由化対策に対す る1つ のアプローチ(技 術予測の逆

行列図式法)

通 産省 は 今度 の資 本 自由化 の 重 点施 策 と して イ)技 術 開 発 力強 化 、 ロ)金

利 引 下 、 ハ)産 業 構 造 改 善 の促 進 、 二)中 小企 業 ・流通 部 門 の近代 化 を と り

あげ 、特 に 先 進 国 の技 術 進 歩 とわ が 国 との技 術 格 差 を認 め 自国技術 の 開 発 に

最 重 点 を置 き、研 究 開発 費 の増 強 、民 間技 術 開発 の た め の 財政 、金 融 、 税制

措置 、共 同 研 究 、情 報 交換 等 に つ い て対 策が 強調 され て い る。

しか しこれ 自体 大 変 結 構 な政 策 で あ るが 今 日わが 国 が先 進 国 で あ る米 国 の

研 究 開発 に 比 べ て劣 っ て い る点 は 勿論 金額 もさ る こ となが ら、そ れ よ り も全

然対 策 も方針 も うちた て られ て い な い もの と してNationalResearch&

DevelopmentInormationSystem及 び技 術 開発 の逆 行 列図 式 シス テ ムの

確 立 が あ り、従 って この シス テ ムが確 立 され てい ない た め外 国 資本 の進 出 に

対 して企 業 行動 の ク リチ カル ・ポイ ン トが 金 々把握 で きな い現 状 で あ る。

従 って今 日まだ着 手 しなけ れ ば な らぬ問題 点 は 、下 記 の イ)及 び ロ)の 比

較 ・検 討 で あ り、 も し これ を完 成 す れば 、 米 国企 業 の資本 進 出 の機 会 を基 礎

イ)米 国 に お け る技 術 の長 期 傾 向予 測

L新 し睦 業動向

[〉新 しい企業動 向

L舗.合 同.eeee

L基 礎科学.研 究開発.SE

生 産 ・販 売

ロ)日 本 におけ る技術 の長期傾向予測

L新 しい麟 動 向

L新 しい企業動向

L合 併.合 同.搬

」醐 科学.研 究開発.SE

生 産 ・販 売

科学 の段階 、R&Dの 段 階 、SEま た は生 産、 ま た は販 売 の段 階 か でそ れぞ

れ 事前 に よめ る筈 で あ り、 こ こに技術 サ イ ドか らみ た 資 本 自 由化 対 策 が うち
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た て られ る と考 え られ る。 す なわ ち基 礎科 学 の段 階 の提 携 は 目標 が明 確 で な

いが 投資 効 果 は 遅効 性 多 く、 生 産 段 階 の提 携 は 同 標が 明確 で あ るの に対 して

投資 効果 の リア ル ラ イフ は短 期 で あ る。従 って現 在 政 策 担 当 者 と して は外 資

進 出 に対 して産業 別 に 、段 階別 にク リチカ ル ・ポ イン トを作 成 して お かね ば

な らぬ と共 に常 に新 しい産 業 ・技 術 の 出現 を予 見 した ク リチ カル ・ポ イ ン ト

も作 成 して お か ね ば な らない 。

このため には まず 米 国 にお け る技 術 予 測 に関 す るデ ー タ を収 集 しな けれ ば

な らない。 例 え ば一 般 論 と して はFortun誌1959年1月 号 掲載 の技 術

長 期 予 測(1950～1969年 、 基 礎 科学 、 発 明 実験 成 果 、 実 用 及び 商 業

的成 果 、原 子 力技 術 、 軍 事 及 び宇 宙 技 術)、 コ ー ルダ 一 著 「20年 後 の世 界 」

ク ラーク著 「未来 の プ ロ フ ィー ル 」、 ゴー ドン、 ヘル マ ー共 著 「Report

onaLongRangeForecastingStudy」 、技術 論 と して は[Aerospace

TechnicalForecast1962～1972」 、J.Deeboldの 「Communi-

cation-ComputerSystem1964～1975」IEEETransaction

onAerospaceandElectronicSystemsVolAes2,Na4,Astudy

ofPost-1975(fommandContro正InformationSystems,Technology

Week1967・6月5日 号SpecialReport"NewMarketsforAerospace

Technology"等 が あげ られ 、特 に技 術 革新 にお け る技 術 の逆 行 列 図 式 と

して はG・EのSystems&TechnologicalD・vが 開 発 した 「宇宙 技 術

の 開発 効果 の 海洋 技術 に お け る応 用 」が 最 適例 で あろ う。

以上 述 べ た よ うな僅 か なデ ー タを基 に して も一 応 米 国 の 長期 の 技術 発展 予

測 が 可能 で あ り、 こ こか らあ る程度 の新 産 業(例 情 報産 業)の 出現 の予 測

が 可能 にな る と共 に 、 同 時 に新 しい 企 業 活 動(合 併 、 合 同、 提 携)更 に マ ル

チ ナ シ ョナ ル体 制 に発 展 した場 合 の ア メ リカの 日本 進 出 とそ の 企業 活 動 の 方

向 が 予測 さ れ るの で あ る。

現 在 技術 発展 の逆 行 列 図 式(例 デ ル フィ方 式又 はTRWのProbe)は 新

製 品 開発 の 場 合 な どに 多 く利 用 さ れ て い るが 、 これ を新 産業 の 開発 、 新会 社

の進 出等 に 利 用 で き る訳 で あ り、技 術 発展 の 逆 行 列図 式 か らの新 産 業活 動 及

び 新企 業活 動 の 推察 は 質 本 自 由化 に 直面 す る今 日、そ の対 策 へ の一 つ の ア プ

ロー チで は なか ろ うか 。

一9一
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第1表 1950年 代 及 び1960年 代 の 科 学 技 術 の 展 望

ScientificandTechnicalTriumphsofFifties 資 料Fortune誌1959年1月 号

基

礎

科

学

発
明

お
よ
び
実
験
成
果

実
用
お
よ
び
商
業
的
成
果

原

子

力

技

術

軍
事
お
よ
び
宇
宙
技
術

1950～52

銀 河一 璽.
宇 宙空間の低温水素か ら

の電波放射の発見(51年)

コー ・"・t'p合'

(51年)

宇宙の大きさお よび年齢

倍増 の推定(52年)

頭脳の覚醒機構の発見

(52年)

接 合 トランジス ター

(51年)

機 のための

間規則(52年)

基礎粒子追跡 用泡箱

(52年)

人体用人工心肺(52年

オーロン(50年)

大規模 な人工雪(50年)

動 物の生長を促進す る抗

生物質(50年)

米大陸横断テレビ(51年)

米 国統計局用の大型電子

計算機(51年)

自動車産業にお けるオー

トメー ション開始(51年)

金属の帯域精錬(52年)

米 国における最初の原子

炉発電(51'一

米国における最初の熱核
爆発(52年)

1953～54

オキ シ トシ ン脳 下 ホ

ル モ ン'
デ イ キ シ

の'

、 ギ1ス5

イ ン シ ュ 】ン

イ ギ1ス5

の 言 心

玲wardCenterの 発 見

ベバ トロンの運転 開始

(54年)

太陽電池(54年)
メィサー、 高感度電子

増幅器(54年)

ダクロン(53年)

ワイ ドスク リーン映画

(53年)

金属の化学的切削

(Milling)(53年)

色彩 テレビ(53年)

1トランキライザー(54年)1

産業 用大型電子計算機

(54年)

シリコン トランジスター

(54年).

燃料の増しよくの初公開
(53年)

沸 と う水型原子炉

(53年)

ソ における最 の ×

爆発(・5.3年 ⊃

ナ53年)

軍用機による最初 の超音

速飛行(53年)

1955～56

宙の大 きさと年齢 に関

する推定の修正(55年,
は継続中)

反 陽子の製造(55年

反 中性子の製造(56年)

中性微子存在確認(56年)

レセル ピン,ピ ポテンジ

ー一の完全合成－
VTOL(垂 .着 陸

ジェット55

人工 雨の最初 の証明

(55年)

クライオ トロン,低 温電

子スイ ッチ(56年)

内服避妊薬の試用

ソークワクチンの大衆化

(55年)

全 トランジスター ・ラジ

オ(55年)

米国にお ける最初のター
ボ'プ ロ ップ機(55年)

気泡性 ポ リ・ウレタン

電子 計算機による天気予

報(55年)

大西洋横断電話線(56年)
一レビ用テー 記録'置

56)一
米国における最初の民需

用原子力発電(55年)

ソ にお(る 、、久反応の
"に する 究 の発表一一
原子力潜水艦(55年)一 一

1957～58

パリティ 則の57年)

低温核融合の発見

(57年

新原素102番 ノベ リウム

の創造(57年)

♪ ・ ・'ド の 強 放 ・

Radiation層 の 発 見

熱イオン(熱 よ り電子へ

の交換器)(57年)

垂直離陸 ・ジェッ ト機

テール ・ジ ッター(後 尾

直立機)(57年)

無人気球 よ り太陽写真

(57年)

ディオキシ核酸状分子 の

試験管内合成(58年)

垂直離陸 ジープ(58年)

リニアー ・ポリエチレン

(57年)

人工ダイヤモンド(57年)
一 におけ ジベ レリン

の使用(58年)

立体音 レコー ド(58年)

液状気体保存 用の超絶熱

材(58年)

大西 断 ジェッ ト便

58
一

移動用小型発電所

(57年)

米 国における最初 の地下

核爆発(57年)

大型 シッビングポー ト原

子力発電所の運転

(57年)

DEWLineの 完成

英国最初の熱核爆発

ソ連長所の 間 導弾

人工'写 および皿写

(57年)

米国最初 の人工衛星 およ

び大陸間弾道弾

(58年)

(1960年 代初期1959年を含む)

葉緑素の完全合成

ブルックヘブンおよび ジュネ
ーブにおける250億 電子

ボル トの加速器

超大型電子計算機の完成
人工内部1}臓による動物
の生存

翻訳機による外国語の翻
訳
人類の性の事前決定

電子電話交換
携帯用電池テレビセット
超音波皿洗機
燃料電池の応用
熱電気応用器具

原子力商船、原子力空母、

原子力航空機

X-15(時 速3,600マ

イル)の 飛行

月および火星 および金星
への無人探険隊

航空および気象用人工衛

星戦略用大陸弾道弾の推

力100万 ポ ン ドのロケッ

ト機関

1960年 代 中期

電波望遠鏡による観測可
能な宇宙の端の探索

地殻 と内部の間のモーホ
ーMoho層 へのボー リン

グ

超高性能計算機の新らし
い一群
天気予報の大進歩
家庭用板状照明
ガスタービントラックお
よびバス

放射殺菌食料の販売
短距離航路用 垂直離陸
もしくは短距離離陸機

爆発の非軍事的利用実験
1億 度の融合温度の公開

人類 のの つた人工衛星 と

地上への帰着

垂直離陸軍用機
対誘導弾用誘導弾

1960年 代 後期

インシュリンの完全合成

植物および動物の突然変
異制御

動脈硬化、ガン、精神病
治療法の大進歩
構造材料の大進歩:高 分
子、金属、陶器
自動車および道路用電子
交通安全装置
壁かけテレビ

核エネルギーの直接電力
変換(実 験)

人工衛星利用の通信
人間のの つた宇宙飛行船

1960年 代 後期の不明分

素粒子に関する総合理論
生命細胞の試験管内創造
老齢化現象の詳細な理解

頭脳 のような性質を もっ

た計算機

たっ巻や台風に対 し著 し

き制御可能

ガン治療

時速2000マ イル垂直離

陸機

小型垂直離陸機

90日 精密天気予報

適当な価格 により海水か

らえられ る清水

アメリカにおいて原子力

競争段階到来
原子爆発の実用
技術的に可能な核融合エ
ネルギー

人類月に上陸
ロケ ット郵便 とロケ ット

荷物便

凡例{口 鑑 慧 欝 章㌶
、の

資 料:⑭ 三 菱経 済研究 所 昭和34年3月 米国経済編 第20号 ア メリカにおける技術革新の見 とお し 註)当 協会調査部にて多少 の訂正を行 った箇 所あり。

↓



t

■

■



(].964-■975)
凶xhibit2

EVOLUT工ONOFCOト 西UN工CATION●OR工ENTEDSYSrD's!v:,S

l964-19661967-1969 1970・ ・1973 1973-1975

`

】

、

罐

●

Printing

Reproduc七ion

and

Facsimlle

Cornmuni-

cations

Disp■ay

Da七a

Mechanixation

System

Characteriza-
tion

工mpactPrintingofRepor七s

Manual?ypi㎎

Off-11ne
Speed

Voiceand
Separate

Fac8irnileSlow

Da七a

Off-LineTerminals

Little-

S◎meClo日edCircui七TV

Monitors

CardPunchi㎎

LimitedinquiryCapabili七y

TeletypeOff-lineSarneon-

lineTTY

LimitedOCR

PoorProce8gContro1

工n8trumentation

DecentraUzed

Ser▼e白Individu白 ユP&L

Center8

A■mo8tnocompanyowned.

工n七er'nalcommunications

on-pactinted

ExceptionReports

LimitedOptionalHard-

GopyDisplayOutpu七

Limi七edComputerControUed

PhotocornpositionofTech-

nicalandSalesManual

Ex七ensiveUseofElectro-

s七aticPrin七ers

LimitedSemi-Automated

MultipurposeDa七aSta七ionUse

LimitedUseofSemi-・Auto-

matedDrafting

Highspeed(1-3rninute)
Facs.Limited

JointVoiceDataLine
U8age

ManyLeasedLines-On-

Line

Ex七ensiveUseofClosed

Cirsui七TVwi七hCo叩uter

Contro1&Overlay

刊OdestUSeOfGroupPresen-

tationDisp■ay

Li也itedPrivateVideo-phone

Limi七edSpeechRecognition

Limi七edUseof凹ultipurpose

DataSちation

Sub日 七antia■RemoteInquiry

capability

SorneModularDataCollection

OCRinGeneralUse

MoreCentralized

MultipleComputerS
LoadSharing

Limitedcompanyownedin-
temalcommunicationfa-

cilitie8

OpttonalHard-CopyDi8play

OutputlnGeneralU8e

Ex七en8iveuseofeomputerContro■1ed

Ph。t。c。mp。giti。nf。rallEx七ernal

Publication8

De-ernphaslzedWri七 七enCom皿uni-

cationlnterrialtoCO皿pany

UseofMultipurposeDataStation

Cornmon.ForCorrespondence

ExtensiveU白eOfSemiAutomated

DraftingMmitedUseofCompu七er

AidedDrafti㎎andLayout

HigherSpeed-LimitedGompress± ◎n

(1minute)LimltedFac8.On-Line

Sw±tchedFaclli七yforAllCommon.

To白hareL±ne8andManyTerminals

AllOn●Line

じ
MixedPrivatelyComonCarrier

Ex七ensiveUseofGroupPresentation

Display8

LimitedPrivateVideo-phone

On-LineVoieeInquiry

SubstantialU8eOfMultiputposeData

Station

Co皿nonuseofmodulardata

OGRDominat±ng凹assDataInput

Irnpr。vedValveandAc七ua七 。r

ln8七rurnenta七ion

HighlyCentra1±zed

Line&MessageSwitchinR

Limitedc。rrlpany。wmedinterna⊥

facili七ies

Hea▼y工nroadsbyCOMP}lterPhoto●
New日papercomPO8ingonMagaz土ne・

andBookPublica七10n

PaperReproduct±onDeeressesin

エmp。rtanceibU・S.business

ExtensiveuseofDataStationand

ComputerAidedPhotocomposit±on

Genera■UseofAutomatedLayout

andDrafting

Exten8iveTonageFileTran8mi88ion

L±mitedDigita■Fae8imiユe

IntegrateSw±tehingintoMultiproCeBsor

FacilityNetwork

ExtensivePrivateandLeasedFaeilS七1e8

Mana宮ementGroupDecis土onCoordinating

Dlsp=Lays

Ex七ensiveDrivateVideo-phone

On_LlneVoiceDa七a工nput

TrueMu■tifontCapability

LimitedU8θofDiEitalTrans-

ducer

aentralizedComp=Letely

Con旋010fallin七emalco㎜uni-

ca七ions

Exten。ivec。mp・ny・wnedint・mal

co㎜ 岨icationfacili七ie8

● IR

System

Chipordiscre七e

FilmUnit

ApartureCard

Continuousrolled

Pilrn,opticallyscanned

LOWeost

LOWcost

Oontinuou8Rolled"era白ablel・

filエnsy8tem

Photoehromicmicrolrnage



《

v

⑱

w



一 .一 一

情報産業についての一考察(そ の1)

日本電子計算開発協会

、 調査部長 村 上 巖

{

,●

かつて昭和37年～38年 頃,通 産省において来るべき

貿易,資 本取引の自由化に対応するための産業構造調

査会が組織され重工業部会電子機器分科会において,

電子計算機の国際競争力に関する問題が検討 ・審議さ

れた.し かもその縦割部会においても横割部会におい

て も,重 化学工業とい う従来の産業概念が指導理念で

あり,そ の調査過程または結論においても産業構造を

抜本的に変革せしめるような情報産業というテーマは

構想も,提 案もされなかった.

しかしその後僅か3年 ～4年 を経た今日,従 来の社

会・経済・技術・就業構造等を変革せしめるような情報

産業というテーマが本年3月 の 「通産大臣に対する電

子計算機工業の国際競争力強化に関する答申の基本施

策」の中でとりあげられ,こ こに通産行政において一

大転換の構想の徴が打ちだされたかに見 うけられる.

情報産業に関する記事は最近随所にみうけられ,例

えば都市関係では東大教授丹下健三氏の 「日本列島の

将来像」,電 子計算機関係では日本電気株式会社社長

小林宏治氏の41年電気4学 会連合大会の講演 「知識産

業と電子工業の立場」,経 済学界では一橋大学助教授

坂本二郎氏の 「経済改革への提案と選択」中の 「知識

産業革命時代へ」(注 潮別冊夏季号),っ いで最近で

は日本経済新聞が10月26目 附の社説で 「知識産業へ政

策的関心」をとりあげ,い よいよ情報産業に関する問

題が単なる明日の問題ではなく,20年 後 のビジョンと

い5長 期展望の中で凡ゆる方面から関心を持たれると

ともに重要視されて来た.

しからば情報産業とは如何なる産業であるかという・

と,GilbertBurckのKnowledge:TheBiggest

GrowthIndustryofThemAll(Fortune誌1964年

11月号),に よればまず教育(45%),研 究開発(10%),

放送 ・映画(6%),出 版及び印刷(12%),通 信(7%),

電子計算機(情 報処理装置)(8%),職 業的金融機関

のサ ー ビス(9%),及 び 政 府 を 含 めた もの であ り,

1958年 に は総額1,360億 弗,1963年 に は1,950億 弗 に

達 す るで あ ろ うと評価 され てお り,こ の場 合 の産 業 と

い う概念 は従 来 の原材料 製 品的 な概 念 で はな く,寧 ろ

最終 需要 的 な概念 であ る.

前 述 の如 く情 報 産業 とい う もの は従 来 の産 業概 念 で

な く寧 ろ未 来の 産業概 念で あ り,米 国の よ うに工 業 段

階 が超 高度化 し,(注,読 売新 聞 、これ が ア メ リカだ

22号 新 らしい社会 の主 役eの 中で 、ポス ト ・インダ ス

トリアル ソサ イエ チー=産 業社 会 の 後 に来 る社会 の意

味 と同意義)職 業別 的に は明 らか に第3次 産 業 の就 業

者が第2次 産業 の労 働者 を凌 ぎ,し か も今 後10カ 年 間

の職 業別 増加率 をみた場合,専 門職,医 者,ス ペ シ ャリ

ス ト等 が は るかに製造 業 従業 員 を凌 駕 し,今 後 の米 国

を支 配す るエ リー トはMIT,Harvard両 大学 を中心

とす る教 授,官 僚 であ り,さ らに宇 宙 開発,海 洋 開発

を プ ロジェ ク トす るシステ ム ・マ ネジ メン ト ・チー ム

で あ る.… 斯 様 な らしい能 力,、 ら しい組 織 に ら

しい スポ ンサ ー(注,DoDお よびNASA,Ford財 団

カー ネーギ ー財閥,ロ ックフ ェ ラー財 閥)に よ る資金 が

結 合す る社会 産 業機構 に情 報産 業 が拾 頭 して来 るので

あ る.

従 って情 報 産業 は産業史 的 発展 過程 でみ るな らば,

(1)1800年 頃 の紡 績機 械,蒸 気 機関 を中 心 とす る第1次

産業 革 命時代,(2}1850年 頃の 鉄道 の普 及 と鉄鋼 を代 表

す る時代,(3}1900頃 の電 力,化 学,自 動 車 を代表 す る

第2次 産業革 命 時代,〔4}1950年 以 後 の石 油化 学,電

子,原 子力等 に よ って代 表 され る第3次 産業革 命 時代

の以 後に到 来す るい わゆ るPostIndustrialSociety

で あ り,そ こに は少 くと も150年 の歴 史 を経 て醸 成 さ

れ る新 産業 で ある.

しか し,こ こで 特に問題 祝 した い ことは,情 報 産業 と

い うもの を前 述 の諸 要素 の数 量 的統 計 とい う角 度 か ら

●



だ け の現状 分析 で は な く,寧 ろ未来 社会 が 如何 に構 成

され るか,ま た はそれ が 如 何 に既存 の 社会 ・産業 ・経 済

に影響 を及ぼ すか,即 ち未 来 構造(注,未 来 の 出来事 の

可 能性 や 確率 をシス テ マ チ ッ クに構想,造 形,設 計 し,

新 ら しい空 間的 バ ラ ンス を究明 す る)の 問題意 識 の中

で論議 され るべ き もの で あ る.し か らば未 来 社会 に お

け る情 報 産業 に 関 す る環 境 意 識 お よび分析 を如何 に解

決す るか,,こ の問題 解決(ProblemSolving)の シス

テム ・ア プ ローチが 情報 産業 マ トリックス であ る.

まず縦 軸 に上 位 か ら

1)今 後20年 間 に発展 が 予 想 され る科 学,技 術 革 新

の テ ーマ.例,コ ール ダ 一著 「20年後 の世界 」 の申 か

ら特 に 基礎 科 学 に関す る もの,な らび に アーサ ー ・シ

ー ・ク ラー ク著 「未来 の プ ロフ ィル」附 表 未来 の地 図

2)今 後5～10年 間に 発展,開 発 が予 想 され る技 術

革 新の テー マ ・例,エ ビエ イ シ ョン ・ウィー ク誌 ま た

はテ クノ ロジ ー ・ウ ィー ク誌 等 か ら部 品,シ ス テ ムに

つい て の新技 術,特 に宇 宙 開 発 に関す る もの

3)1975～1985年 即 ち今 後10年 間 に開 発 を予 想 され

る電 子計 算 機 技 術.例,IEEETransactions,on

AerospaceandElectronicSystemsVol.、Aes2

No.4"Mildata…AStudyofPost-1975Command

ControlInformationSystems.

4)世 界 各 国 お よび わが 国 産業構 造 の現状 分 析.

5)世 界 ビ ッグ ・ビジ ネス の研 究 ・開 発,生 産,販 売等

の シ ェ アお よび 世界侵 略 体 制.例,ElectronicNews

1966年10月10日 号SectionTwo"TheToP90in

ElectronicsSales"

6)わ が 国 巨大企 業 の国 際 シェアお よび世 界戦 略 体

制.

7)最 近科 学 技術 庁 が発 表 した 「わが 国科 学技 術 の

長期 展 望の テ ー マ」 を と りあげ る.

次 に横 軸 に上 位 か ら

1)前 述 の 「20年後 の世 界 」 の中 か ら未来 社会 の テ

ーマ にな る新 らしい 医療 ,教 育,都 市 開 発,食 糧 住 宅,

資源,通 信 ・報道,交 通,地 域開発,国 家ならびに企

業の経営等がとりあげられる.

か くて,こ こに縦軸に科学・技術の革新,産業構造の

変動,巨大企業の経営革新,横軸に産業 ・社会革新とい

うシステム ・マ トリックスが作成され,従 来の人,物,

金に関する稼動の空間領域の他に新たに情報に関する

空間領域が介在して来るのであり,そ の領域決定の重

要エレメントが前述Fortune誌 で示される教育,研

究開発,放 送,映 画,出 版, .通信,電 子計算機・職業

的金融機関のサービスおよび政府である.

これらのエレメントが持つ情報の拡大性と同時性が

新 らしい起動力になり,更 に新らしい資金,人 目 物

資を動員してここに新らしい産業即ち情報産業が拾頭

する.

前述した如く,情 報産業を電子計算機サイドからの

み観察するのではなく,未 来社会に情報産業ができた

場合のインパクトを究明,分 析すべきであり,こ こに

電子計算機が挑戦する新らしい分野即ち教育,医 療,

都市開発,交 通,報 道,流 通(例 コール ド・チエン),

経営(例MIS)が 開拓される.

しからば情報産業が拾頭した場合に,世 界の巨大企

業は如何なる活動をとるか,丁 度1915～25年 年頃にか

けて米国において輸送革命がおこり自動車工業が拾頭

し,多 くの企業が濫立して最後にBig3とSmal13

に企業統合,合 併がなされた如 く,今 日情報革命によ

り電子計算機メーカ,放 送業,出 版,印 刷業,工 作機

メーカ,プ ロセス機器メーカ,化 学メーカ,情 報サー

ビス業等がそれぞれ次の産業の支配者たらんとして企

業合同,提 携を計画しつつある.

かつての金融資本であるモルガン財閥,ロ ックフェ

ラー財閥,否 フリーメーソンは当時新らしい機械工業

時代を開発育成したが,今 後の金融資本は情報産業の

ホープを開発,育 成するであろう.
'次回
では如何にこれらの業界が企業合併,提 携を計

画しているかの展望を述べる所存である.

4

●

〆

●

●



.

未

来

の

地

図

「
未

来

の
プ

ロ

フ
ィ
ル
」

ア
ー
サ

ー
ジ

・
ク

ラ
ー

ク

福

島
正
実

・
川
村

哲

郎
訳

蹴
-
加

年

代

輸

送

通
信
情
報

用
具
製
造

生
物
学
化
学

物

理

学

核
融
合
爆
弾

ト

ラ

ン

キ

ラ

イザー

1
・

G
・

Y

「

過

去

人
工

衛

星GEM(エアー
カー類)

メ

ー

ザ

ーーレーザー

一

八

〇

〇`

一

八
五

〇　九〇〇一九一〇一九二〇一九三〇一九四〇一九五〇

機
関

車汽船自動車飛行機ジェッ

トロケットヘリコプ

タ|
カ
メ

ラバペイ
ジ

計

算機電信機電話蓄音機事務用機械真空管ラジオレーグーテープレコーダー電子計算機サイバネチックストランジスタ|

現

在

)

蒸
気
機
関工作機械電気器具

一

九
六
〇

宇
宙
船

丁
璽

蛋
白
の

構
造

原
子
核
の

構
造

無
機
化
学尿素の合

成有機化学染料

原
子
説分光器エネル

ギ
ー
保存の法則電磁気学進化論

未

来

ジ

ー
ゼ
ル

機
関ガソリン機関マス・プロダクション窒素の固定海水からのマグネシウム分離原子力オートメーション

遺
伝
学ヴィタ
ミ
ン
発見プラスチック開発染色体発見遺伝子発見蜂の言語ホルモン合成化学抗生物質学硅素
エ
ッ
ク
ス
光
線電子説放射能アイソトープ量子論相対性理論原子の構造不確定性原理波動力学中性子発見ウラニウム核分裂粒子加速機無電天文学

一

九
七

〇一九八.〇一九九〇二〇〇〇二〇一〇二〇二〇二〇三〇二〇四〇二〇五〇二〇六〇二〇七〇二〇八〇二〇九〇

宇
宙
観
測
所月着陸核融合・ケット惑星着陸惑星植民地球の構造探査惑星の構造探査重力管理"宇宙騒動〃準光速達成恒星間飛行物質移動地球外生物との遠近

翻
訳
機トラン

シ
ー
バーの普及人工知能全地球図書館精神感応装置論理語ロボット地球外生物との接触記憶レコーダ教育機物品再生のための記録機機械知能の人間凌駕世界頭脳

燃
料
電
池核融合動

力無線エネル
ギ|海底鉱業天候管理宇宙鉱業人工突然異変惑星工業

-

気
候
管
理複写製造

機宇宙工業

鯨
類
言
語
学地球外環境

生物学・サイボーグ時間感覚の増進遺伝管理生物工学知能動物人工冬眠人工生命不滅の生命

重
力
波亜核構

造核触媒宇宙空間
時
間の歪曲

'

,

`

■

■



付

表

主
要
な
技
術
革
命
の
内
容

一
覧

「
20
年

後

の
世
界

」

ナ

イ
ジ

エ
ル

・
コ
ー
ル
ダ

ー

赤
木

昭
夫
、
須

之
部
敵

男

訳

P.450

～

451

Φ

革
命
の
性
格

技

術

的

な

側

面

そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ

個
人
へ
の
影
響

社
会
的
側
面

国
際
的
な
側
面

ω

情
報
処

電
子
計
算
機
の
高
速
化
と

テ
レ
ビ

電
話
。

ダ

イ
ヤ

情
報
の
即
時

図

書
館、

書

国
際
的
な

理
に

お

け

る

入

出
力

装
置
の

簡
便

化。

ル

方

式

に

よ

る
ニ

ュ

ー

ス

入
手

(
家

庭
に

類
作

製、

タ

イ

即
時
報
道
体

革

命。

つ

ま

国
内
及
び
国
際
間
を
結
ぶ

と

図

書
の

利
用
。

衛

星
を

も
記
憶
装
置
を

ピ

ス

ト

の

「

消

制
。

り、

計

算
能

電

子
計

算
機
の

ネ
ッ

ト

ワ
ー

使
っ
て

行
う
気
象
予
報
災

置
く
こ

と
に

な

滅
」

。

機

械
に

よ

力
と
通
信
能

ク
。

害
予
報
の
国
際
的
組
織
。

る

?
)

あ
ら

ゆ
る

分

る

翻

訳
。

力
の

増

大
、

電
子

計
算

機
ネ
ッ

ト
ワ
ー

政
府
の
監
視

野
に
お

い
て

電

通
信
業
界

及
び
電
子
技

ク

を
利
用

し

た
(

数
値
コ

ー

が

厳

し

く

な

子
計
算
機
が
広

に

対

す
る

投

術
を
応
用
し

ド
に

よ
る
)

通
信
。

る

?

く

利
用
さ

れ
る
。

資
の
増
加

た
記
憶
装
置

ミ

リ

波
、

レ

ー

ザ

ー

光

テ
レ
ビ

電

話

・

ー

カ

ル

放

(
国
家
企
業

と
情
報
検
索

線、

通

信
衛

星
を

利
用

す
る

網
の

使
用
に

よ

送
の

増
加
。

の

進
出
P
)

の
広
範
な
利

通
信
量
の

増
大。

り
業
務
上
の
旅

現
在
の
よ

う

用

行
は

不
要
と

な

な
形
式
の
新
聞

る
。

は
な

く
な

る
?

②

生
物
学

人

間
の

大
脳
を

含
め
て
、

食

糧
生

産
、

エ

ネ
ル

ギ

寿

命

の

延

人
間
の
行
動

生
産
組
織

の

進

歩
に
と

生
体
組
織
に
対
す
る
理
解
が

ー

変

換
、

合
成

化
学、

及

長
。

に
対
す
る
理
解

の

複
雑

さ
に

も
な

う
革

命

進
む
。

ぴ
情
報
記
憶
の

分
野
に
お

精
神
病
の
治

が

進
む
。

対
す
る
理
解

的
な

影

響。

遺
伝
の

仕
組
み
に
人
工
的

い
て

「
生
化

学

的

な

機

療

法
の

向
上。

生
体
に
手
を

が
進
む

な
手

を
加

え
る

械
」

が

使
わ

れ
る
。

老
化
の
抑
制

加
え
る
に

際
し

食
糧
生

産

生

物
工

学
の

発
展。

細
胞
中
に
ひ
そ
む
遺
伝

あ
る
い

は

「
医

て
は
道
徳
的
な

を
拡
大
す
る

老
化
過
程
の
理
解
が
促
進

情
報
の
内
容
変
更。

療

に

よ

る

存

基
準
が
必
要
と

可

能

性
。

さ

れ

る
。

生

物
組

織
を
モ

デ
ル

と

命
」

?・

な

る
。

し

た

新

し

い

コ

ン

ト

ロ

ー

外
科
的
な
移

移
植
用
の
器

ル

技
術
。

植
に

よ

る

個
人

官
が
密
売
買
さ

器
官
の
移
植
と
義
手
義

的

特

徴

の

喪

れ
る

危

険
が

あ

足
の

広

範
な

利
用
。

失
～

る
。

大
脳
の
発
達
に
手
を
加

「
精

神
を
コ

え

る
。ウイル

ス

性
の

病
気、

心臓病及び癌の征服。

ン

ト

ロ

ー

ル

される」危険。

㈹

海
洋
の開発がはじまる。

栽
培
漁

業
と

魚
類
の

移
植魚礁などの集魚施設。中層トロール漁法。水深一〇〇〇メートルの海底で作業を行う。海水中及び海底から鉱物資源を採る。

「

新
し
い
」

蛋
白

資
源(イカ、タラ、オキアミ)の利用。海水を暖めたりあるいは冷却して気象風土をコントロールする

新
し
い

生
活様式をもたらす。海岸保養地及び港湾の施設の向上。

大
洋
海

底は国連の領有となる?・気候コント・ール実験を国連が監督する。

ほ

新
し
い形態のエネルギー。

発
電

効
率
の

大
幅

な
向
上(直接発電方式の含む)。小型の動力単位として
、またエネルギー貯蔵用として燃料電池が広範に利用される。原子力(核分裂)発電の発達。核融合の制御による発電方式の実験。

「
立

地

条
件
に

制
約

されない」工業。大規模な海水脱塩。

燃
料

電
池
を用いた家庭用動力発生装置。燃料電池自動車の登場。

発
電
所
の
分散2静かな道路交通。

水
資

源
及び在来的なエネルギー資源が不足している地域へも人口が移動してゆく。

.

'

●●



情報産業 についての一考察(そ の2)

日本電子計算機開発協会

調査部長 村 上 農

●

●

前 回 に引 き続 き,今 回 は未来 産 業 であ る情 報産 業の

構成 分子 の企 業活 動 を述べ るつ も りで あ ったが,資 料

不 足の ため今 回 は と りや め,寧 ろ情 報産 業 にお け る電

子 計算 機関 係(メ ー カー及 び サー ビス ・コン サル タン

ト機関)の 位 置,即 ち情 報 サ ー ビスの 空 間領域 の設 定

をまず 先 に行 な うこ とにす る.

情 報産 業 におけ る電子 計 算機 関係(メ ー カ及び サ ー

ビス ・コンサ ル タン ト機 関)の 位置=情 報 サ ー ビス

の空 間領 域(Spacedesign)の 設定

前述Fortune誌 に掲 載 され た"Knowledge;The

BiggestGrowthIndustryofThemAllに ょれば,

米国 の情報 産業 は1963年 に1950億 弗 評(FritzMach-

1up評 価)に 達 す るとい われ る が,そ の 内 訳(大 体

2000億 弗 として想 定)を 次 の如 くに想 定 す る.

○教

研

放

出

○

○

○

等

学

業

発

画

刷

高

音

屯

開

映

印

小

大

産

究

送

版

910億 弗45%

○電子計算 機 その他

○通 信

○専門的,職 業的,

サービス・180

0政 府50

500

200

210

200

120

240

160

140

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

10%

6%

12%

8%

7%

〃9%

〃2.5%

こ うして み ると,米 国 の情 報産 業 とい う もの は殆ん

ど半分 以上 が教育 と研究 開発 に よ って 占 め られ てい る

ことが認 め られ るが,こ の2大 市場 が未 だ 殆ん ど電子

計 算 機関 係に よ って 開拓 されて い ない 処女 地 であ る と

い うことが わ か る.例 えばIBMの 新 しい市場 はGE

M=Goverment,Education,Medicalで あ る といわ

れ る.

イ)情 報 産業 におい て電 子計 算 機 関係 が与 え る イ ン

パ ク トにつ い ての情 報 シ ステ ム

まず,F.Machlupに よって情 報 産業 の内訳 と金 額

が 設 定 された な らば,A)将 来情 報 産業 が拾頭 した場

合 に,如 何 な る構 成分 子が全 体の構 成 分子 に対 して強

い ・fンパ ク トを与 え るか とい う問 題(情 報 の空 間領域

の 問題),B)次 に構成 分子 相 互が 互 いに影 響 を与 えあ

う情 報 の流 れ を示 す情 報 シ ス テムの 問 題 が考 え られ

る.

第1図 は今 後情 報産 業が 出現 して来 た場合,如 何 な

る構 成分 子が 他 の構成 分子 に イ ンパ ク トを与え るか を

示 した もの で あ り,例 と して 電子 計算 機関 係(メ ー カ

及 び サ ービス ・コン サル タン ト)が 他の構 成分 子 に対

して一 番強 い ・fンパ ク トを与 え る もの と想定 して えが

いた ものであ り,従 って各 々 の構成 分子 は相 互 に有機

的結 合 を持つ よ うに デザ イ ン され て あ る.

まず情 報産 業 の基 本 的ベ ース に教育 をお き,そ の最

低 ベ ース に中 ・高等 学 校,次 の 上 位 ベ ースに 大学 を

お き,こ の大学 のベ ースの上 位 に研究 開 発 と,電 子 計

算 機 関係 と産 業教育 を並 列 に な らべ,更 に この3つ の

構 成 分子 の上位 に専門 的,職 業 的サ ー ビス をお き,こ

の上 位 に通 信 と放 送,映 画 を両立 させ,こ の全 体 を出

版 印刷 でか こん だ次 第で あ る,

即 ち,電 子 計算 機 は将 来大 学,高 校,中 学 に深 くか

つ 強 い インパ ク ト(テ イ チン グマ シン及 びプ ログ ラ ム

教 育,更 にComputer-basedのState-wideorNa-

tion-NetworkSystem)を 持つ ことが 予想 され,こ

の傾 向 は今 日既 に現 われて お り,例 えば カル フ ォル ニ

ア,イ リノイス,ミ シガ ン,ピ ッツバ ーグ,ロ チェス ー

ター,バ ージ ニア,デ ュー ク,ニ ュー ヨー ク各 大学 を

結 ぶ(Inter-UniversityCommunication)教 育が 現

在 企画 され てい る.し か しなん とい って も電子 計算 機

の大学 に対 す る最 大 のイ ンパ ク トはMIT,AirForce

の大 学で あ り,こ の他 にハ ーバ ー ド,ケ ース,カ ル フ

ォルニ ア,コ ロン ビア大学 等 があ る.



(/60億 弗
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(200億
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開
発

200億 弗)

出版 印刷(240億 弗)政 府(50{意 弗)
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米国において情 報産 業が出現する最も強い吸引力

は,軍 と大学と研究機関と産室が結滞していることで

あり,特 に軍の特別プロジェクトが最大カストマーで

あるtめ この傾向は強い.MITとHarvard両 大学を
む 　 む む む む 　 む

囲む128号 線は ま さに近代 科 学情報 都 市 の姿 を示 して

い る.(注 日米 フ ォー ラム第11巻6号 「新 世界 の中

心」参 照:新 しい都 市に 関す る未 来 ビジ ョン をよ くえ

が きだ してお り,わ が国 の学 園都 市 構想 に比 べ て全 く

現実 的で あ る.)

例 えば 軍 と研 究機 関 の一番 強 い結 び つ きはMitre,

AerospdceCorp.,RandCorp.,SystemsDevelop-

「nentCorP.,更 に準 軍事 的 な機 関 と してIBM,Federal

SystemsDiv.,ITTのDataServiceDiv.,GPEの

LinkComputationCenter,UnitedAircraftの

TachnologyC餌ter,LockheedのMissiles&Space

Corp.,で あろ う.

しか し今後 の米 国の電 子 計算 機 工業 をサ イ ドか らリ

ー ドして行 く機関 は電 子計 算機 サ ービ ス ・コン サル タ

ン ト企 業で あ り,そ の 主 な'るもの をあげ れ ば次 の如 く

であ る.

1図

AriesCorp.

AuerbachCotp.

AutomaticDafaProcessing
'A
rthurAnderson

AppliedDataResearch

Bolt,BeranekandNewnlan

Booz,Allen&Hamilton

BrandonAppliedSystems

C-E-1-R

CharlesAdamsAssociates

ComputerApPlicatlons

ComputerSciences

ComputerUsage

Comress

DieboldGroup

Digitek

Informatics

MesaScientific

PlanningResearch

SystemDevelopmentCorp.

◆

メ

■
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URSCorp.

Documentation,Inc.

これ らの電子 計算 機 サー ビス機 関 以外 に米 国 の情報

産業 を伸 展,拡 大 して行 く起 動力 は実 に米 国 の コマー

・シ ャル な研究 機関 で あ り,こ れ こそ 第2次 産業 時代 に

は生 まれ て こなか った 新 しい企 業行 動("lntellectro-

niCS")で あ り,ま た これ が次 の時 代 の米 国 の指導 者

にな るで あろ うことは前述(そ の1)の 通 りで あ る.

今,弦 に研究,開 発,ビ ジ ネス ・コ ンサル タン ト企

業 の申,-年 収100万 弗以 上の もの をあげれ ば 下記 の如

くで あ る.(第1表 参照)

第1表 一一般 研 究 ・開発 及び ビ ジ ネス ・コンサル

タン ト機 関

籔/
$

硬
Ψ

m
～

m

6

10

Q
Ψ

$

m
～

m

-

に
∨

under

lm$

Booz,Allen&Hamilton,

GeorgeS.MayInternationa】.

McKinsey&Co.

ArthurD.Little.Inc.

AlexanderProudfootCo.

PlanningResearchCorp.

StanfordResearchlnstitute

EBSManagementConsultants

Stone&WebstelSewleeCorp.

Cresap,McCormick&Paget

Dunlap&Ass.Inc.

A.T.Kearney&Co.

Case&Co.

KurtSalmonAss..Inc.

DieboldGroup.Inc.

H.B.Maynard&Co.

HarbridgeHouse,Inc.

GeorgeFry&Ass.Inc.

AlbertRamond&Ass.Inc.

Woods,Gordon&Co.

EdwardN.Hay&Ass.

Drake,Sheahen,Sweeney&Hupp

{
WilliamE.Hill&Co.

EmersonConsultants

MiddleWestServiceCo.

層

次 に これ らの研 究開 発機 関 は電子 計算 機 メー か一及

び 電子 計算 機 サー ビス ・コン サル タ ン ト企 業,更 に大

学 とと もに今後 民間企 業 に対 して 新 しい ビジ ネス ・コ

ンサ ル タン トとい う活 動展 開を 行 な う段 階 にな る.今

や 民 間企業 に おけ る トップ及 び ミドル ・マネ ジメ ン ト

教 育並 び に陳 腐化 しつ つ行 く技術 者 に対 す る再教 育,

再 訓練 はま さに電 子計 算機 関係,研 究 開 発機 関,大 学

の絶 好 のマ ーケ ッ トにな りつつ あ る.(第2表,第3

表 参 照)

しヵ〉し最近 民 間企業 にお いて もEssoResearch&

EngineeringComp.の 如 く企 業 内か ら独 立 して専 門

的職 業 を 開始 した企 業 もあ る.

この電子 計算 機 メ ーカ ー,サ ービ ス ・コ ンサル タン.

ト,研 究 ・開 発及 び ビジ ネス ・コン サル タ ン ト機 関,

大 学 等が 急速 な技 術革 新時 代に 当面す る問題 は新 しい

教 育,医 療,交 通 制御,行 政,外 交,都 市再 開発,資

源 開発,放 送,気 象,宇 宙,海 洋,エ ネル ギ ー,通 信,

、輸送 等 にお け るSystemsEgineeringの 問 題 であ

り,こ の解 決 は まさにSystemsManagementで あ

る.

この米 国の新 しいSocialEngineering(社 会 工 学)

の問 題 に対 して,大 学(特 にMIT)の 教 育 コース は

著 し く再 編成 され る傾 向 にあ り,凡 ゆ る学科 が計 量 的

な手 法 に よって一貫 され る よ うに な り,学 問体 系 に大

きな革 命が 見 られ るよ うにな って来 た.

MITのPressCatalogueに 示 す よ うに大 学 の教

課 内容 はBehavioralScience,Engineering,Envi-

ronmentalScience,Humanities,LibraryScience;

Science,Physics,SocialSciences,(Education,

History,InternationalAffairs,PoliticalScience,

Sociology)SystemsTheory等 で,多 岐 多様 にわ た

ってお り,SystemsEngineering基 盤iが ここにか も

しだ され てい る.

しか もこの新 しい学 問体 系 をバ ック ・ア ップす る技

術雑 誌 とい うもの が米 国に おい て 巨大 資 本 であ るMc

Graw-Hillを は じめAcademic,WilliamWilkins,

IEEE,AIP,ACS,PleriumPress,U.S.Government

PrintingOffice,J.Wiley等 によ って 出版 され てい

る.McGraw-Hi11社 におい て は'産 業 一般 か ら自動

車,工 作 機械,建 築,化 学,電 気,電 子,鉱 山,住 宅,

医療,学 校関 係,原 子力,繊 維,科 学研 究 用装 置等 に

わtる33種 の雑誌が出版されている:(第4表 参照)

ロ)情 報 産業の 各構 成分 子がOutput,Inputす る

情報 イ ンパ ク トの流れ

最後 に第2図 は前 述の イ)電 子計 算 機 メー カ ー,サ

ー ビス ・コンサル ト,ロ)大 学,ハ)研 究 ・開発 ・ビ

ジ ネス ・コンサル ト機関 等が今 後米 国 の社 会,経 済 の



第2表 技術者に対する再教育テーマ

MANAGEMENT

Jobevaluation

Humanrelationsskills

Businesslaw

Man・-machineinterface

Productplanning

Analyzingorganizationeffectlveness

Budgetingandauditing

UnderstandingindiVidualandgroup

behaviorlnworksituations

SuperVisorytrainingforemployee

department

Decisionmaking-simulation

PerformanceapPraisalcoachlng

Selectionandassessmentofpersonnel

Valueanalysis

Dataprocessing-decisionmaking'

Financialplanning&forecastlng

ENGINEER[NGSCIENCES

Engineeringeconom!cs

Engineeringanalysis

Computerprogramlng-digital

Engineeringmaterials-metals

Computerprograming-analog

Informationdataprocesslng

Electronics

I{【eattransfer

Constructionmaterials

Engineeringmaterials-plastics

Fluldmechanics

StressanalySis

Corrosion-e!ectrometallurgy

Metallurgy

68%

61

57

55

54

53

51

7
.
5

3

2

1

0

∩
V

4

4

4

4
・
4
'
4

4

68%

61

57

55

53

51

47

47

45

43

42

41

40

40

ENGINEERINGANALYSIS,

&SYSTEMS

DESIGN,

Automation

Programevaluationreviewtechnlques

Instrumentmeasurement,processcontrol

Worksimplification&measurement

Productionmanagement

Systemsengineering

BASICSCIENCES

Probabilityandstatistics

Reviewofcollegemathematics

Revlewofco11egephysics

Calculus

Modernalgebra

Differentialequatlons

Modernanalysls

Numericalanalysis

Statisticallnference

COMMUNICATIONS

Rapidreading

Effectivecommunicationinorganization

Conferenceleadership

Publicspeaking

Oralpresentationgfstatisticaland

technicalpapers

Technicalreportwriting

Businessletterwriting

Listeningskills

Compositionandrhetoric

Interviewingskills

Engineeringgraphlcs

Expositionnarrativewrltlng

54%

48

47

47

46

41

62%

53

48

47

46

43

43

42

42

80%

78

77

76

4

4

0

7

7

3

2

9

7

7

7

6

5

5

4

3

亀
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「

W㎞t8P㏄ialprogramSthey'dliketotake:

Computertechnology

Instrumentation&controltechnology

Generalengineeringtechnology

Electrica1&electronictechnology

Productiontechnology

Drafting&designtechnology

Maintenancetechnology

80.2%

77.6%

74.2%

72.1%

61.8b/・

59.6%

56.2%

Chemicaltechnology54.4%

Chemicalengineeringtechnolhgy49.0%

Solidstatetechnology38.6%

Airconditioning&refrigeration20.9%

Noclearengineeringtechnology・19.4%

Surveyingtechnology17.8%

Aeronautica1&spaceengineeringtechnology

12.0%

,
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第・3表 企 業 にお け る トップ ・ミドル ・マ ネジ メン ト教育 コース

CAREERDEVELOPMENTINMANAGEMENT

EERA A NVI
MENTPROGRAMS PROGRAMS

T

UPPER
MANAGE-

MENT

MIDDLE
MANAGE-

MENT

SUPERVI-
SION

ALL
MANAGE-

MENT

PERSON-
NEL

PROFES-
SIONAL

Advancedmanagement
course

Advancedmanagement

prOgrams(universities)

WestinghouseElectric
Corp.policy

Economicsofcompetition

Executiveseminar

Businessenvironment

Organizationrelations

Businessmanagement

Middle-management

P「ograms

Mamagementfunctions

andpolicies

Advancedmanufacturing

management

Economicsandpolitics

Newconceptsinmanagemen

&science

Manufacturingmanage-

ment-prinρiplesand

aPPlication

Managementtechniques

、

``It'sYourBusiness"

-management

Administrationofgovemmen
contracts

Bettermeetingsand
COmmUniCatiOn

Financialstatements

Governmentprocurement
Humanfactorsinmanage-

ment
IncentivecontraCting

Materialanalysistechniques

Managementtechniques
Elementsofsupervision
Theprofessionof
management
Westinghousepolicies
Professionalteam
relations
Businessandmanagemen

prOgram-(universities)

　lt'sYourBusiness"

-professional

ATWESTINGHOUSE

MANAGEMENT
SKILLSPROGRAMS

Managementbyobjectives

SEEALLMANAGEMENT
'PERSONNEL

Supervisorsofsalariedperso一

nnel

Coaching

Engineeringmanagement

Humanrelationsskill

Salaryadministration

Selectingprofessiohalmen

Unioncontractadministration

Supervisorsofhourlyperson一

些

Accidentinvestigationand

preventiorl

Effectiveemployeerelations

Manufacturingmanagement

Measureddaywork

Unioncontractadministration

Wageadministration

Problemsolvingand

decisionmaking

Programplanning・and

schedulingtechniques

Reliabilitytraining

Smallgroupmeetingswith

subordinates

Creativethinking

Managementinformation

systems

Handlinggovernmentcontrac
ts,Governmentprocurement,
Humanrelationsskills
IncentiveContraCting
Materialanalysistechniques
Probiemsolving,and
decisionmaking
Programplanning,scheduling
Reliabilitytraining



第4表McGRAW-HILLの 出版す る雑 誌

AmericanMachinist

ArchitecturalRecord

AutomobileInternational

AviationWeek&SpaceTechnology

BusinessWeek

Chemica1Engineering★

ChemicalWeek★

CoalAge

CollegeandUniversityBusiness

CpnstructionMethods&Equipment

ElectricalConstruction&Maintenance

ElectricalWholesaling

Electronics★

Engineering&MiningJournal★

EngineeringNews-R㏄ord

Factory

FleetInternational

FleetOwner

House&Home

IndustrialD三stribution

IntemationalManagement

MetalWorkingProduct三 〇n

ModernHospital,The

Nation'sSchools

NationalPetroleumNews

NucleOIlics

NursingHomeAdministrator

ScientificReseach

POwer

ProductEngineering

PurchasingWeek

TextileWorld

Sweet'sIndustrialCatalogueFile

工作機械

建築資材,設 備

自動車及び部品

航空機及び部品

企業広告,金 融,産 業一般

化学薬品,化 学処理設備

化学薬品,化 学処理設備

石炭産業用機械機具

大学 ・専門学校用施設,建 築資材

土木建設機械,ト ラック

電気設備.'

電気設備

電子工業部品,計 測器

鉱業用機械機具

建設資材,機 械

製造工場設備

自動車及び部品

自動車及び部品

住宅設備

工業一般

企業広告,金 融,産 業一般

工作機械

病院用施設,建 築資材

学校用施設,建 築資材

TBA、,供 酒所設備

原子力産業用施設

療養所用設備,建 築資材

科学研究用装置
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第2図

発展のための情報サービスを如何に行なうかの,情 報

システムを示したものであり,而 して最終的にこれら

すべてが技術的な書籍や雑 誌 を出版 しているMc-

.Graw-Hill社,他 数社の出版業によってバ.ック・ア

ップされていることを示したものである.な お,米 国

においては製紙業が情報産業の出現と共に成長産業の

一つになるであろうといわれている.

情報産業は米国において今後発展を期待される未来

産業ではあるが,そ こには種々なる発展条件がある.

これが如何なる原因,結 果によって発展して行くかに

つい て の{青報 シス テム を 計算 し,開 発 す るこの問 題

(Problem)を 解決(Solving)す るこ とが まず 情 報

産業とは何であるかの解決をとく鍵である.

情報産業時代における国家行政の役割

〃

〃

〃

〃

都 市行 政 の 〃

教 育,医 療の 〃

通 信,報 道,新 聞 の 〃

輸送,交 通 の 〃

これらは今後の電子計算機関係が挑戦しなければな

らない最大のテーマになるのである.

1

富

o



情報産業についての一考察(そ の3)

日本電子計算開発協会

調査部長 村 上 農

情報産業についての一考察もここ2～3ヵ 月休んで

いる間に,さ かんに新聞 ・雑誌で情報産業論がとりあ

げられ,ま さに時代の曙光をおびているが,本 質論は

そう簡単なものでなく,今 後益々究明すべき問題が多

くある.

まず,日 ・米の情報産業が如何なる経済の発展段階

をへて形成されるかの比較を念頭に置くならば,や や

具体的に情報産業論の核心にふれて行 くことが出来る

が,こ の為には日米の産業構造,就 業構造,技術構造,・

企業構造をベースにして比較検討すべきであり,決 し

て新聞 ・雑誌紙上で一部論じられているような技術の

一端=情 報産業の出現というようには簡単に結びつけ

られる問題ではないと考える次第である.

1.長 期的 にみた 人間 対機 械の コン トロー ルの 変革

情報産業発展のの背景の第1の 問題は長期的な傾向

におげるコントロールの面からであり,

・機械工業叉は工業生産時代における人間と機械

・情報産業時代における人間と機械

の役割 ・位置を考えた場合,第1図 から想定して1970

年頃が一番情報産業が拾頭するに当ったクリチカルな

時期に当面するのではないかと考えられる.

第1図Man-machineSystemの 発展
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確 か に,企 業の経 営 にお いて コン トロ ール とい う技

術 サ イ ドか ら考 えた場合,100年 以上 に及 ぶMan-Man

Controlsystemの 時代 は1950年 頃 か ら飽和 点 に達 し

1965年 に は,ピ ー クに達 す るよ うに見 うけ られ る.し

か るに機械工 業 の発展 と共 に生 れ たMan-Machine-

ManControlsystemは,丁 度 電 子計算 機 システ ム

が成 長 す る1957年 頃か ら飽 和点 に達 し,1990年 には ピ

ー クに達 す るよ うに見 うけ られ る.そ れ に反 して1920

年 か らス ター トしたMan-MachineControlsystem

は1960年 頃 か ら飽 和点 に達 し,1965年 には後続 の

Machine-MachineControlsysternと クロス し,1980

年 には ピークに達す るよ うに見 うけ られ る.最 後 に19

40年 頃か らス ター トしたMachine-MachineControl

systemは 其後 急激 に成長 し,1965年 ～1975年 の10カ

.年間 にMan-ManControlsystemとMan-Machine

Controlsystemを 完全 に クロス し,そ の後 も急成 長

し,2000年 近 くに はMan-Machine-ManControl

systemを クロスす るこ とが認 め られ る.

このMach三ne-Machine・Controlsystem・ いわ ゆ る

ComputerControlsystemに は勿論1966～68年 を境

に した機 能の差 が存 在す る.

1945～1965年1965～1975年

2次 元 の電子 計算 機 多次元 の電 子計 算 機

singleprocessormulti-processor

トラン ジス タによ るパ

ッケー ジ方 式

No

No

No

MICROCR

No

No

ICにMultilayerdinter

connectionBoard式

Time-sharingsystem

DesignAutomation

Data-pucessing

MICROCR

音 声 入 出 力 装 置

InformationRetrieva1

2000る 気圧
,水 圧 油圧,電 気式,機 械式等に代置して電

この よ うに大 きな情 報 処理 に関 す る技術 革 新に よ

って,大 体1965年 以後,従 来 の コン トロ ール方 式で あ

●

'

⑯
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子式 が登場 す る可 能性 が今 後製 造業,輸 送 業(鉄 道,

及び 線路,自 動 車本 体及 び道 路,航 空 機 及び空 港 ・地 上

サー ビス ステ ーシ ョン,船 舶 及び 波止場)等 に現 われ

て来 る.(注Automation誌 の毎 年1月 号 が よ くこ

の問題 を と りあ つか って い る).

ここで注意 すべ きこ とは,こ の1965～1975年 の1苦か

が機械工業時代あるいは物をつ くる時代の最後段階

と,情 報産業の胎動時代の双方にまたがっているから

であり,こ の点その企業経営において,又 その製品の

コンセプ ト,設 計,技 術,大 量生産,保 守等において

二重性格を持たざるを得ないと共に,叉 ここに残存競

争というきびしい段階が存在する.

10カ 年 間にお いて 過去100年 に亘 って支 配 し ていた コ 電子 計算機 ,通 信,制 御 を中心 とす る新 しいMac－

ン トロール ・シ ステ ムが根 本的 に変 化す る と共 に,後hine-MachineControlsystemの 出現が 過去100カ

25年 に して完全 に このMachine-MachineCbntrol年 間 を支配 して いた コン トロール 体 系 を変革 す るよ う

systemが 完全 にControlsystem体 系 を制覇 す る な 国 におい て まず ,情 報産業 が成 長 す る とい うこ とで

とい うこ とで あ り,従 って産 業 と して叉企 業 と し て あ る.

SystemPerformancとCostPerformanceを 如何

にあ げ るか とい う問 題が お き て 来 る、 これ が製 品の2・ 従 来の 技術革 新の 中に おけ る情 報革 命 の拾頭 と

Reallifeを 決 定す る と共 に投 資回収 の期 間を決 定 し,情 報の 国家性並 び に国際 性

こ こに企 業 の戦 略体制 か ら云 って コンセ プ トも.設 計 情報 産業 発展 の背景 の第2の 問 題 は第1の コ ン トロ

も・技術 も・保守 も金 々異 ったシ ス テム をつ くるとい 一ル にお け る変 化 を表裏 をなす もので あ るが,第2図

う時代 か ら,こ れ が次 の発 展 に次 ぎ次 ぎギ ア ーして行 に示す 如 く1950年 を前後 して従来 の機械 革 命(輸 送 車

く方 式 の時 代に移 り変 るこ とが予 想 され る.命),エ ネルギ ー革命,化 学 革 命 に介在 して情報 革 命

以上 の よ うな事 を 申しあ げ た理 由は,今 日電子 工業 が 出現 して来 た こ とで あ る.こ の 技術 革 新 の出現 の結

第2図 技術 革新 と情 報 革命 の拾頭 お よび情 報 の国家性 と国 際性'

-19|01950.・1960
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果宇 宙 開発が 開 始 され だ し,従 来や や もすれ ば独 立 し

て いた 機械技 術,エ ネル ギ ー技術,化 学 技術 が結 合す

る時代 が到来 した と共 に,SystemsEngineeringの

重 要性(綜 合 技術 情 報の 必然 性)が 認 め られ て来 た.

しか し其後,技 術 開発 が従 来 の最高 レベル技 術 を結

合 す る とい う段階 で は時 間 オ ク レを示 し,技 術 開発 の

オ リジンに さか のぼ りi基礎 研 究 の段階 か ら多 目的に開

発 をす す め るDualSystem体 系 が認 め られ ると今度

は マ ネジ メン ト ・シ ス テムズ 時代 が辿 れ,丁 度1960年

～65年 の段階 で は この4つ の 技術 が綜 合 され て来 る.

ま さに,宇 宙 開発一 海 洋 開発,社 会開 発(都 市 開 発地

域 開発,教 育 システ ム開発,医 療 シ ステ ム開発)を 通

じて米 国の科 学技術 の動 員体 系が 完備 され,こ こに少

くと も科学 技術 に関 す る限 りNationalInformation

Systemの 整 備が国 防 省,連 邦 政府,医 療 ・教 育 各機

関 で と られ,ス テ ー トをベ ース に した フェデ ラル とい

う国家観 か らナシ ョナル と い う国家観 に移 行 し来 つつ

あ り,こ れ は米 国の行 政理 念 に とって は大 きな変 革で

あ る.

このよ うに,科 学 技 術関 係 の情 報 が ナシ ョナル性 を

持 った と共 に,今 度 は情報 産 業 の核 心に な らん と欲す

る電 子計算 機 メ ー カ,コ ンサ ル タン ト,通 信 サ ービ ス

業,大 学,研 究開 発機 関,出 版社 等が 社会 ・経済 関係

の情報 に関 してデ ー タ ・セ ン ター を持 ち,今 や情 報 は

公 共性 な性 格 を持 つ よ うにな り,企 業 個有 の情報 観か

ら産 業全 体,否 社会全 体,国 家 全体 の情 報観へ と コマ ー

シ ャル ・ベ ースで移 行 し つつ あ る傾向 を示 して来 た.

しか も1965年 以 後 にな り技術 の 合成 時代 が到来 す る

と,も は や凡 ゆ る産業 が研 究 開発,シ ス テムズ ・エ ン

ジ ニヤ リング,生 産,販 売 の段 層 で海外 ・国内 の綜合

情 報 を必要 とす るよ うに な り,し か も情 報 の レ トリー

バル は当然 デ ス セ ミネー シ ョン(配 布)を 想 定 した場

合 に限 るよ うにな り,こ こに デ ー タの流 れ,デ ー タの

指 定配 布場 所,デ ー タの選 定,デ ー タの優先 順位決 定

デ ー タ同志 の 相関性 等 の問 題 が重 要視 され て来 て,企

業 及 び国家 に お いて それ ぞれInformationSystem

の確立 が要 請 され て来 る.

更 に,1968年 に は国 際商 業通 信衛 星 の打 ち上げ が予

,

第3図 重化学工業=軽 工業即ち物の生産が経済発展の中心であった時代の産業構造フロー
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想せ られ,ま さに この時 代 を境に して世 界 の経済情 報

の量 は多角 化,複 雑 化,迅 速 化す る と共 に,こ れ を受

け入れ るInformationSystemが 国 家,産 業,企 業

に確 立 され て いな けれ ばな らな くな る.

情 報 産業 発展 の 第2の 背 景 はま さに技術 の合成 に よ

る情報 合成 時 代 にお け るInformationSystem(全 国

情 報 ネ ッ ト ・ワー ク ・シ ステ ムを含 む)の 存在 如何 に

かか って い る.

3.物 を生産する時代から,情 報の創造,合 成が優

先する時代

確かにそれが資本主義の国であろうと社会主義の国

であろうと,又 重化学工業の時代であろうと軽工業の

時代であろうと,物 の生産が経済発展の中心であり起

動力であった産業構造においては,金 融が絶対的な支

配権力を握 り,経 済成長の如何は設備投資により,そ

の設備投資は(日 本は米国のパタンと異るけれども)

基幹産業である電力,鉄 鋼,石 油精製,自 動車,電

子,化 学等重化学工業に向けられ,次 に第2次 投資と

してコミュニケーション産業の放送,新 聞社,通 信,

広告,出 版等,叉 第3次 投資として次にインテリジェ

ンス産業である大学,研 究開発機関,医 療,教 育等に

向けられた.(第3図 参照)

しかし産業構造の高度化した国(耐 久消費財による

消費者需要をつくっている国)技 術構造及び就業構造

の高度した国においては,次 に来る社会 ・経済は何如

なるものであるかというと情報の創造性,拡 大性,同

時性が経済発展の中心となり,起 動力となる産業構造

(第4図 参照)を もった社会 ・経済ではないかと想像

する.

勿論,今 はすぐ米国においてこのような産業構造が

やって来るというのではなく,そ こには到来の可能性'

が何如程あるか という問題があるが,国 家,産 業,

民間企業が技術革新の下に長期計画を立案する場合,

又は新しい国際環境下で例えば太平洋共同市場体構想

を立案する場合,前 述したSystemPerformance及

びCostPerformanceの 問題はマルチナショナル体

制の下では相互的な資本拠出,利 益回収という形で解

決されるのではあるまいか.

もしも,こ のような産業構造が到来すると,物 の生

産が経済発展の中核であり,叉 起動力であった時代と

異 り,今 度は情報の創造性,拡 大性,同 時性が中心と

なり起動力となり,こ こに当然情報革命の中核である

電子計算機メーカ・グループ,コ ミュニケーション企

第4図 情報産業=情 報の拡×性,創 造性,同 時性が経済発展の中心となる産業構造フロー

(電 子 計算椛コ三ユニケーション インテリジェフス)
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業 グル ープ(放 送,新 聞,通 信,出 版,広 告),イ ンテ

リジ ェ ンス ・グル ー プ(大 学,研 究 開発機 関,医 学,

教 育)こ の3グ ル ー プが まず 最初 に結 合 し,情 報 を合

成 し,次 の段階 で この合 成情 報 が製造 業,非 製 造業,

輸 送業,エ ネルギ ー業 に同格 に流 通 され る こ と に な

り,経 済成 長 の リー ド役 をつ とめ この場合 金融 は第2

次 的な位 置 に おか れ るので はな いか と想 像 さ れ る.

(現 に 近 く実現 され るコール ド ・チ ェン体 系 にお いて

は従 来主 た る立 場 であ った生 産者 が従 的立場 にた ち,

従 的立 場 で あ った消 費者 が主 た る立 場 を と るよ うにな

るが,こ の 前提 として生 産 を コン トロール す るた めの

全 国市場 情 報 セ ンターが 考 え られ る).こ こ に情 報 産

業 時 代 にお いて ビ ッグ ・ビ ジ ネス,ビ ッグ ・マネ ー,

ビ ッグ ・シ ス テ ム(電 子計 算 機一通 信 一 コン トロール

シ ステ ム)を 指 向す る産業 及 び企業 を支 配下 に収 め る

可 く,現 在 米 国 の金融 資本 で あ るモル ガン財 閥 はそ の

戦 略 を画 策 申で あ ると考 え る.

即 ち,も はや物 を生 産 す る過 程 ・段階 か ら,そ れ に前

後 す る流 通段 階 まで を含 めた,し か もそれが 技術 革新

一 大量 生 産一大 量 販売一 大 量消 費一 マ ーケ ッチ ング の

重 要性 を うん だ とい う,逆 に マーケ ッチング(流 通過

程)か らせ めあげ たTotalTransportat三 〇n-oriented

ProductionInformationSystemの 必然 性 の時 代が

や って 来 る もの と考 え られ る.

情 報 産業 発展 の 第3の 背 景 は情 報 の創造 性,拡 大 性

同 時性 が物 の生 産 に発 きだ ち,資 本構 造が そ れ を認 め

追 随 し,従 来 の生 産本位 な 時代 か ら流 通過 程 を含 めて

経 済の長 期 的発 展 を コン トロールで きる経 済 社会 で あ

ると考 える.

4.情 報 産業 の 発展 ビヘ イビヤ ー

情報産業発展の第3の 背景は米国経済界の発展環境

であり,今 は米国の金融界,産 業界,学 会等において

最大の問題点は,も しも情報産業が拾頭して来た場合

この中核要素たらんとする電子計算機工業がかっての

自動車工業の如 く発展するのか否か,叉 その発展パタ

ンがその成長段階において自動車工業のあとを追うの

か否か,即 ちその成長段階において競争者を合併,或

いは吸収する企業活動をとるのか,叉 は混合植物的な

企業活動をとるかである.こ の問題はいち電子計算機

工業だけの問題でなく,寧 ろ今後の米国のビッグ ・ビ

ジネスの発展を左右する大 きな問題になる可能性があ

る.

それ は1)か っての 自動 車工 業 とか石油 工 業が米 国

を代 表 す る工 業 にな った如 く電 子計算 機 工業 が次 の時

代 を代表 す る工業 にな りうるか とい う問 題,即 ち将来

IBMが 自動 車工業 にお け るGM(売 上207億 弗) ,

Ford(115億 弗),石 油業 に おけ るStandardOilN .

J.(114億 弗)と な らび100億 弗企 業 にな り得 るか と い

う問 題(現 在 世界 中で100億 弗企 業 は以上3社,40億

弗 ～100億 弗企 業 は 自動 車 工業1社,石 油 業1社,鉄

鋼 業1社,電 機電子 工業2社(GEとIBM)2)米

国の ビッグ ・ビジネス の企業 概念 が従 来 の物 をつ くる

と い う製造 工業 的価 値観 か ら知能 ・情 報 的価 値観 に移

行 す るか とい う問題.こ れ には マ クロ的 な観察 と ミク

ロ的 な観察 とがあ るが ,ま ず マ クロ的 に は従来 の 自動

車,航 空 機 石油,鉄 鋼,電 機 電子,機 械,化 学 等 の重

化 学工 業 をベ ース に した高度 産業 構造 の発 展 に根本 的

な質 的変化 が現 われ,情 報産業 の 出現 を指 向す るよ う

な混 合叉 は合成 産業構 造 が発展 す る傾 向 を示 して来 た

こ とであ る.

例 えば,米 国の主 要 メー カ500社 の 申(1965年 末 の

売 上)売 上2億3,000万 弗 以上 の企 業の産 業 別売 上 をみ

る と,下 記 の如 くで あ り総計2,100億 弗 に達 し,丁 度

これ はFritzMachlup氏 によ る情 報 産業 の 評 価 額

2,000億 弗(但 しこの 中に は電子,通 信 は重複)と 近

似 し,従 って米 国の 社会経 済機 構 は,現 在 重化 学工 業

2,100億 弗,情 報 産業2,000億 弗 と推 定 す る ことが 出来

る.こ れ は今 日米国 にお いて従 来 の製造 工 業(但 し繊

維,食 品 は除 く)に 等 しい位 の マーケ ッ トが こ こに新

し く認 識 され た ことを示 して い る.

従来の重化学工業

自動車工業

石油業

鉄鋼業

非鉄金属業

437億 弗

370〃'

220〃

電機電子工業

機械工業

イヒ学工業308〃

航空機工業148〃

87〃

317〃

218〃

情報産業

教育関係

大学高 ・中学校

産業教育

研究開発

放送 ・映画

出版・印刷

910億 弗

700〃

〃200〃

200〃

120〃

240〃

電子計算機その他160〃

通信140〃

合 計2,100億 弗 専門職・職業的サービス180〃

政府50〃

ユ,950億 弗
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次 に ミク ロ的な問 題 であ るが,将 来情 報産 業 の旗頭

を狙 って い るIBMの 売上 がa)計 算 機か らの 売上 及

び レン タル収 入,b)サ ー ビス ・ビ.ユローか らの売 上

c)シ ス テ ムズ ・エ ン ジニ ヤ リングか らの売 上,d)

Dun&Bladstreetと の デ ー タ ・バ ン クか らの売上

に よ り100億 弗 にな った場 合 を想定 した場合,製 造 的

売 上 が何%,知 識 的 売上が 何%と にな るか とい う問 題

がお きて 来て,多 分50%対50%位 にな るので は な いか

と推 定す る.

マ クロ的 にみ て も,叉 ミク ロ的にみ て も,情 報 産業

の発展 の第3の 背 景 は米 国の経 済段 階 が今 日の工 業生

産段 階 を終了 し,"PostIndustrialSocietyNはJ.
込デ イボ

ル ド氏 が述 べ る如 くByondTheAutomation

=物 を大 量生 産 す る時 は終 った"で 示 され る如 く次 の

時 代即 ち情 報 をサ ービスす る段階 に達 して いな けれ ば ・

な らない.

5.情 報産業を指向する企業活動

情報産業発展の第4の 背景は情報産業を指向する企

業活動の動向であるが,問 題は何時,何 如なる企業集

中 ・合併がおきるかである.果 して電子計算機企業の

合併 ・集中形体がかっての自動車工業のような企業集

中のパタン(同 業叉は競争企業の合併による企業規模

の拡大一独占)を 追うのか,否 それとも未来産業であ

る情報産業を指向する企業を提携,合 併,集 中すると

いうパタンをとるからである.し かも自動車工業の企

業合併は,米 国,英 国,西 独,仏 国等においてその時

期を異にしていたが,電 子計算機工業の場合は最近の

マルチナショナル体制下において寧ろその合併時点を

接近せしめるのではないかと推測する.更 に今日,こ

の情報産業の企業合併・集中をことさらに促進させる

大きな要素があり,そ れはイ)来 年4月 ～8月 にかけ

て世界をまたぐ国際通信衛星インテルサット3号 系の

完成に伴なう情報企業の国際的な動きと,ロ)従 来あ

まりケースも少なく,積 極的でなかったが,最 近の出

版業,電 子計算機メーカの創立者の死去による2代 目

社長の積極的戦略体制の開始である.

例えば,情 報メーカにとって来年打ちあげられるイ

ンテルサット3号 系は,1965年 のアーリーバード,]966

年の インサルサット2号 系につく世界を完全に結ぶ通

信衛星であり,第4号 系は一応1972年 に打ちあげ予定

されている関係上,こ の3号 系の打ちあげ完成による

国 際通 信衛 星 シ ステ ムの完成 の意 義 は実 に国 際情報 ネ

ッ ト・ワー ク・シ ステ ム時代 が いよい よ開始 され るこ と

を意 味す る もので あ る.従 って世 界 の電子 計算 機 メ ー

カ,通 信 サ ービス業,出 版業,新 聞業,放 送 業等 は こ

の歴 史始 ま って以来 の情 報 ネ ッ ト・ワ ー クシ・ス テムが

完 成 した あか つ きに活躍 す るシ ェア を取得 す るため,

い まや激烈 な企 業活 動 を開始 して 来 たの であ る.

以 上の よ うな前提 を下 に,最 近 の米 国 の情報 企業 の

動 きをみ る と,前 述 の如 く,か って の製造 業 メーカの

華 や か りし頃 の企業 合同,吸 収叉 は新 設 と異 り,混 合

叉 は合 成形 体 を と り,こ の点 最近 の潮3月 号 リチ ャー

ドJ.バ ーバ ー氏 が 、巨大企 業 に呑 まれ るア メ リカ:

政 府 と大企 業 のつ なが りを衝 く、 の 中で端 的 に これ を

表 現 して い る.「 現 在 の米国 の巨 大企 業 の合 併 はか っ

て の競 争 同業者 叉 は下請 業者 等 を対 象 とす るので はな

く,全 く無関係 な会 社 の合 併即 ち混合 植物 的 な合併 形

体 を と り,特 に通信 サ ー ビス業のITTを もって その

代 表 として いる.

イ)電 子 計算 機 メーカ を中心 に して,

まず 電子 計算 機 メーカの動 きで あ るが,IBMは か

って教 育関 係(プ ログ ラム教 育)のScienceResearch

を合 併 し,さ ら に 昨 年 は金 融調 査 機関 のDuns&

Bradstreetと 提携 をな し,初 の デ ー タ ・バ ン ク ・サ

ー ビス を開始 し よ うとしてお る、 しか もD&Bに は子

会 社 と して 有 名Moodyが 存 在 し常 に企 業 経済 情報 を

提 供す る便 が あ り,ま たMoodyは コ ンサ ル タン ト会

社 のBrandonApPliedSystemと 共 同 してMoody's

ComputerIndustryAurveyを 昨年 か ら発 刊 し,い

よい よ経済 専門 の 出版会 社 と電子 計算 機 メ ー カとの関

係 は深 くな り,(尚IBMとD&Bと の提 携 の詳細 に

つ いて はJECC発 刊 の調 査季報4巻 第2号41年9

月号参 照),さ らに放 送業 のCBS(CBSは 教育 関

係 のCreativePlaythingsを 合 併済)と の 間 に提 携

が 進 め られ つつ あ るとの噂 もあ り,ま さにIBMを 首

とす るこの グル ープ は情 報企 業 と して の第 一 候補者 に

あげ られ る.

RCAはNBCと は古 くよ り関係 あ り(RCAは

GEか ら分離 した会 社),GEは タイ ム ・ライフ社 の

タイム と共 同 し てGeneralLearning会 社(教 育 関係)

を設立 す ると共 に,昨 年 タ イム ・ライ フ社の フ ォー チ

ュ ンは コ ンサル タン ト会 社 のCEIRと 提 携 した.し

か もこのCEIRに 関 して は昨年WesternUnionが
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買収 の手 を さしのば したが取 消 に終 った事 件が あ る.

このGE(電 子 計算 機 メ ーカ),タ イム ・ライフ社(ラ

■フ誌724万 部,タ イム誌260万 部,フ ォーチ ュ ン誌41

万部),CEIR(コ ンサル タン ト会 社),ゼ ネ ラル ラ

ーニ ング社,(教 育 会 社),も しWesternUnionが

共 に提 携 し,ま たRCA(電 子 計算 機 メー カ),NB

C(放 送 業)が 参 画 すれ ば 巨大 な情 報 企 業グ ル ープが

作成 され る可 能性 が 多分 に あ る.し か し こ

の場 合IBM情 報 コ ンツ ェル ンに比 べ て 弱

体 と感 じ られ るの は経済 調 査専門 の 出版 社

を現 在 セ ッ ト・イ ンして いな い ことで あ る

が,し か しGEのTEMPOグ ル ープ の国

防 ・経済 ・社会,専 門 チー ムの実力 と,C

EIRの 都市 開発,交 通 管制 専門 チ ーム の

実 力 と,タ イ ム ・ラ イフ社の バ ッ クデ ー タ

特 にフ ォー チ ュン誌が もって い る生 産 ・流

通 分 折調 査等 の実 力 を合せ れ ばIBM情 報

コ ンツ ェル ン以上 の実 力 を持 つ こと も想 像

で き る.(EIRの 現 在 の海外 支社 は ロ ン

ドン,

ス,ニ ュー ヨ ー ク,サ ンフ ランシス コ,

営 業 所 はシ カゴ,ハ ー トフ ォー ド,

イヤデル フイア,

Federal

Elec七rミic

(教 育 「剰孫

子 会 社)

エEウ ス・レン

ター・カー 会 社

メキ シ コ,パ リ,国 内 セン ター は ボス トン,ロ

ワシ ン トン,

ヒ ュース トン,フ

ピー ツパ ーグ等 であ り,サ ー ビス ・

ビ ュ ロー ・ネ ッ トワー クが設 けられて い る.)

ロ)通 信 サ ービ ス業 を中心 にして

次 に最 も注 目す べ き もの は この通 信 サ ー ビス業 であ

るITT,ATT;WUの3者 の情報 企 業 と しての動 き

で あ り.

ITTは 海外 向 け と して はITTWorldComm.

Inp.に よ り,国 内 向 け として はITTDataServices

Div.に よ り今 や情報 サ ー ビス活動 を開始 し はじ めた.

まず 国 内向 けサ ー ビス と して はニ ュー ジ ャージ ー州の

パ ラマス 及び カル フ ォル ニ や州 の セグ ン ドにサ ー ビス

・セン ター を設 置 し,将 来(1967～1968年)は 東 西 の

サ ービス ・セン タの タイム ・シ ャ リング によ り共 同 利

用 の実 施 を計 画 してお り,次 に海外 向 け サー ビス とし

て は英 国(2ヵ 所),仏 国(3ヵ 所),西 独(2ヵ 所),

セ ン ターを設置 す る予 定で あ る.

以 上 の如 くITTは 単 な る通信 サ ー ビス業 だ けで な

く電 子 計算 機 の共同 利用 に まで進 展 しつ つ あ り,さ ら

に最 近 で は混合 植物 的 な企業 合 併 を行 い,(例 えばヘ

イズ ・フ ァー ニス炉 社,エ トナ ・フ ァイ ナンス生保,

グ レ イ ト・イ ン ターナシ ョナル 生保,ハ ミル トン ・マ

ネジ メン ト会 社,エ ピ ウス ・レ ン タ ・カー社,ABC

パ ラマ ン ト社,エ アポー ト ・パ ーキ ング 社等) .ま た

子会 社 のFederalElectronic社 はNASAに 対 し

て技 術 書 の作成,カ タログ作成,文 献検 索,マ イ クロ

フ/ル ム等 のサrte－ トを行 ってい る と共 に,Howard

W.Samas社 を買収計 画 中で あ る.

エアポート

ぐ/麺
や

・ブイス

ITT『 一一一一ー一一 〉 フ ァーニス社 ぴ戸)

/↓ 、
ハミルトン・マネジメント会 社

エトナ・ファイナンス(生保)

クレイト・インターナショナル

(生 保)

その他WesternUnion(InformationSystem

ComputingLabsの 設 置),そ の他SylvaniaとReader's

Digestと の提 携,MacGraw-Hillの 子会 社のStandard

&PoorとNewyork大 学 との経 済 動態調 査,Wall

StreetJournalの 出版元 のDonJonesとAPに よ る

国 際経 済 通信 社 の新設,複 写機 メーカのZeroxの 電

子計算 機 部 門の進 出 及び教 育関係 の 合併等,昨 年か ら

今 日にか けての情 報産 業 を指向 して い る企 業合 併 ・提

携 は以上 の 如 く漸や く始 ま りだ した所で あ り,今 後 ま

す ます この 傾向 は米 国内 に止 ま らず 国際 的に も発展 さ

れ る こ とが予 想 され る.

以上述べたように,情 報産業の発展 ・成長には5つ

の(或いはそれ以上の)技術的,産 業的,企 業的背景が

あり,米 国の情報産業の出現というものには少くとも

10カ年の年月と経験が費いやされている訳である.

次回はわが国における情報産業発展のアプローチ及

びシステム・デザインを述べる予定である.

o
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